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月
16
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開

　
　
か
れ
、
こ
の
中
で
、
町
民
、
事

業
者
、
自
治
体
の
３
者
が
協
力
し
て

自
然
環
境
を
守
ろ
う
と
う
た
っ
た

「
環
境
宣
言
」
に
関
す
る
決
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要

テ
ー
マ
が
、
環
境
問
題
と
い
わ
れ
る

中
で
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
と
し
て
積

極
的
に
地
球
環
境
を
考
え
て
い
こ
う

と
議
員
提
案
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

篠
原
功
議
長
の
話

　
「
自
然
環
境
を
維
持
、
存
続
し
て

い
く
と
同
時
に
き
れ
い
な
環
境
で
お

迎
え
し
よ
う
と
決
議
し
ま
し
た
。
町

議
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
取
組
ん
で
生
き
た
い
。」
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環 境 宣 言
　私たちの住む洞爺湖町は、洞爺湖と有珠山そし
て内浦湾に囲まれ、さらに秀峰羊蹄を望む、緑豊
かな大地と景観あふれる町である。
　この自然の恵みは、この地域に住む私たちの生
きる源であるとともに、広く国民と共有するもの
であり、次の世代へと引き継ぐべき大切な資源で
ある。
　今日、地球の自然環境は変化を余儀なくされて
いる。地球温暖化、オゾン層や森林の破壊、絶滅
の危機に瀕する野生生物の増加など地球規模で自
然環境が損なわれていることが、後世に大きな影
響をあたえることになる。
　私たちは、自然と調和し健康で快適な生活を営
む権利を有するとともに、この権利を子々孫々に
引き渡す義務を負っている。
　ここ洞爺湖町にあっても、町民、事業者、自治
体が協力しあい、生活や事業活動を見直し、自然
保護や環境の保全、節約やリサイクルなどを推進
し、環境にやさしい地域づくりをすることが求め
られている。
　ここに洞爺湖町議会は、自然環境を守り育てる
取り組みを積極的に推し進め、健全で持続可能な
地域社会を構築することを宣言する。

雪
冷
熱
活
用
施
設
「
雪
蔵
」
新
設

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
で
差
別
化

り
、
既
存
の
新
設
が
狭
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
環
境
省
の
「
環
境
と
経
済
の

好
循
環
の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
に
申

請
し
、
新
設
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の

機
会
を
と
ら
え
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
差
別
化
を
図

る
こ
と
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
う
や
湖
農
協
の
成
香
に
あ
る

　
　
「
や
さ
い
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
」

に
建
設
さ
れ
て
い
た
雪
冷
熱
を
利
用

し
た
「
雪
蔵
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

　
西
胆
振
の
１
市
３
町
と
と
う
や
湖

農
協
や
温
泉
の
各
ホ
テ
ル
な
ど
で
構

成
す
る
洞
爺
湖
地
域
温
暖
化
対
策
町

づ
く
り
協
議
会
（
会
長
：
長
崎
良
夫

洞
爺
湖
町
長
）
が
推
進
す

る
「
チ
ー
ム
洞
爺
湖
・
マ

イ
ナ
ス
50
％
事
業
」
の
一

環
で
、
貯
蔵
庫
と
雪
氷
庫

が
一
体
化
さ
れ
て
、
１
、

５
０
０
ト
ン
の
農
産
物
の

貯
蔵
が
可
能
と
な
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
年
間
１
５

５
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
と
う
や
湖
農
協
で
は
、

２
０
０
４
年
か
ら
野
菜
貯

蔵
庫
に
雪
を
入
れ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
保
存
し
、
「
雪

蔵
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
と
し
て

販
売
。
低
温
に
よ
る
貯
蔵

で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
自
身
の

保
存
機
能
が
働
き
、
甘
さ

が
増
化
。
人
気
商
品
に
な

と
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